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３段階表示

要注意
注意
観察

コンクリート内部の異常部を検出する⾚外線調査システ
ムの損傷判定を⽀援するのがＪソフトです。⾚外線で撮
影した画像を⾃動で解析し、損傷レベルを３段階（⾚・
⻩・⻘）に分けて表⽰します。ソフトによる客観的な解
析が可能なため、バラツキや⾒落としが防⽌できます。
さらに、熱画像や解析画像が、表計算ソフトやワープロ
ソフトなどに簡単に貼り付けられ、調査報告書などの作
成にも役⽴ちます。



EM(S) 装置は、⾚外線調査に最適な構造物の熱環境を把
握する装置です。コンクリートパネル背⾯に熱交換率の
⾼い密着シートを貼り付けており、構造物と熱的に⼀
体化します。調査前に⾚外線カメラで撮影し、中央の
空洞部（疑似異常部）を確認できるかどうかで調査可
能な熱環境であるかどうか確認できます。

光源

光源

ＥＭ(Ｓ)　熱環境測定装置を利用し、調査の可・不可を判断可能

昼間は地表⾯などから構造物に反射した熱
（熱反射）も捉え、変状による温度差と反射

による温度差を⾒分けることが困難です。
よって調査は夜間に限られていました。
それを「偏光フィルタ」を応⽤した技術で、
熱反射を除去し構造物本体の熱だけを捉える
ことが可能となり、昼夜の調査が可能になり
ました。夜間調査では更に精度が向上します。
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